
１０月１７日、鶴岡市温海ふれあいセンターにおいて、日本海夕陽ラインシ
ンポジウムが鶴岡青年会議所（JC）が主体となり開催されました。

鶴岡市を拠点とする企業代表および、観光庁観光地域振興課長による基調講
演が行われました。また、沿線のJCの代表者の皆さんによるパネルディス
カッションも行われ、「魅力ある日本海沿岸地域を目指して日沿道をどう利活
用するか」をテーマに、意見が交わされました。日沿道の開通による整備効果
として、企業立地の増加とそれに伴う雇用の拡大が紹介され、今後の取り組み
については全線開通を視野に圏域を超えた観光の連携が必要である等の意見が
出されました。

皆さんなら日沿道をどのように使いますか？完成を想像しながら考えてみて
はいかがでしょうか。

酒田河川国道事務所 調査第二課

第２６回 日本海夕陽ラインシンポジウム in鶴岡
～日沿道が結ばれる!!私たちのまちにどう活かす!?～

が開催されました！

朝日温海道路・遊佐象潟道路の
情報をお知らせしていきます。

←地域の将来を担う鼠ヶ関小学校の生徒さんによる、念珠関
辨天(べんてん)太鼓が披露されました。とても迫力があり、
会場いっぱいにすばらしい演奏が響き渡りました。

一堂に会した沿線JCの皆さん


